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野島断層GSJ750m掘削コア試料断層ガウジ帯のICP解析

ICP analysis of the fault gouge zone in the GSJ 750m drilling core penetrating the Nojima

Fault
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野島断層G S J 7 5 0 mコア試料を用いて、断層ガウジ帯のI C P - A E S及びM S分析とX R D分析を行った。その結果、高
濃度のC a OとY族元素が断層境界から検出された。X R D分析では、断層面を境にC aに富む鉱物の変化は特に認めら
れず、野島断層沿いで地震直後に発生した高C aイオン濃度の湧水（佐藤・高橋、1 9 9 7）に起因する可能性が高い。
一方、P b同位体比とU / P b及びT h / P b比を調べた結果、断層ガウジ帯においては R n異常が認められず、またU系列
及びT h系列は放射非平衡状態にあることが判明した。放射非平衡の原因としては、2 3 8 Uや2 3 2 T hか、P b同位体全
体の移動が考えられる。

兵庫県南部地震発生時には、地震に伴う様々な自然現象が観測された。こうした地震関連現象のメカニズムを
解明するためには、地震直後に地下深部から採取された断層破砕帯物質について、様々な角度から解析を行うこ
とが一つの有効な手段である。今回、地震発生

に関連した断層ガウジ帯の元素及び物質の状態変化やR n異常現象、放射平衡状態などを明らかにする目的で、
地下深部で掘削されたガウジ試料のICP-AES及びMSによる化学分析とXRDによる鉱物分析を行った。

各分析に使用した試料は、地質調査所により野島平林で採取された全長約7 5 0 mのコア試料（伊藤他、1 9 9 6；田
中他、1 9 9 8；1 9 9 9）の内、深度6 2 3 . 3～6 2 5 . 1 mに位置する断層ガウジ帯である。この断層ガウジ帯では、断層面を
境に源岩である野島花崗閃緑岩の組織を全く残していない暗灰色～灰色ガウジ（上位）と花崗岩の組織が一部残
っていて断層角レキを含む

淡褐色ガウジ（下位）が接している（田中他、1 9 9 8；1 9 9 9）。上位の暗灰色～灰色ガウジは断層面とほぼ平行な
葉状構造を形成している。このガウジ試料を断層面や葉状構造に沿って幅6～9 m m間隔で連続的に細分し（総数6 0
試料分）、その各々の部分について解析を行った。

I C P分析の結果、高濃度のC a OとY族元素（Yは未分析）が断層境界から検出された。X R Dによる鉱物分析の結
果では、断層面より下位の淡褐色ガウジから検出されるスメクタイトやローモンタイトなどの含水鉱物が、上位
の葉状構造を持つガウジでは消滅していることが判明した他は、断層面を境にしたC aに富む鉱物の変動は特に認
められなかった。一方、野島断層沿いで地震直後に発生した湧水が高いC aイオン濃度を示すことが報告されてお
り、さらに本研究で使用したコア試料が掘削されたボーリング孔の底において採取された水からも高濃度のC aイ
オンが検出された（佐藤・高橋、 1 9 9 7）。これらの事実から、断層面におけるC a O異常は地震時に発生した異常湧
水を反映している可能性が高く、またY族元素の異常濃集についても、同じ湧水によって地震時に運ばれた可能性
が考えられる。この湧水の起源については今のところ不明である。

一方、I C P - M SによりP bの同位体濃度を測定した結果、2 3 8 U及び2 3 2 T h起源の2 0 6 P b及び2 0 8 P b濃度には断層面付
近で特に異常は認められなかった。また今回分析した全ての試料から得られたP b同位体分析値について、2 0 7 P bと
2 0 6 P b及び2 0 7 P bと2 0 8 P bの関係を調べたところ、それぞれ両者は高い相関係数（r = 0 . 9 9 7）で線形関係が成り立っ
ているが判明した。2 0 6 P b、2 0 7 P b及び2 0 8 P bを非放射性起源の2 0 4 P bで規格化した時にも、2 0 4 P b濃度が小さいこ
とによる不確実性の増大が見られるとは言え、同様に高い相関係数（r = 0 . 9 5 1）を持って線形関係が成り立ってい
ることが判明した。これらの結果は、今回分析に使用した断層ガウジ帯においては、R n異常が認められないこと
を意味しており、R n異常は野島断層全体に渡る現象ではないと考えられるが、ボーリング孔は直径1 0 c m程度で断
層面全体からすれば非常に小さなスポットであるので、偶然Pb異常を検出できなかった可能性もある。

さらに、全ての試料について、2 3 8 Uと2 0 6 P b、2 3 2 T hと2 0 8 P bの関係を調べたところ、グラフ上のデータは分散
し、断層ガウジ帯において、U系列とT h系列は放射非平衡状態にあることが明らかとなった。放射非平衡の原因
としては、2 3 8 Uや2 3 2 T hの娘放射性元素が移動する場合、P b同位体比に変化が生じるので、半減期の長い2 3 8 Uや
232ThあるいはPb同位体全体の移動であると推定される。
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